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1)口 腔内で腐食 したAg-Pd-Au-Cu合 金製鋳造

鉤の表面分析

○加藤 謙一

(奥羽大 ・歯・生体材料)

(目 的)鋳 造用金銀パ ラジウム合金は健康保

険にも適用 され最 も臨床で使用されているが,口

腔内でいずれの相が腐食するか,そ の詳細 は未だ

不十分である。そこで,約1年 間口腔内で使用 さ

れ,暗 灰色に変色 した本系合金製の鋳造鉤につい

て,XMA,XRD,お よびXPSで 腐食の状況 を観

察 し,合 金表面の変化を詳細に検討 した。

(方 法)使 用 した合金試料の組成 はl2%Au,

20%Pd,46%Ag,20%Cu,そ の他2%で ある。

鋳造鉤は鋳造のままの組織で部分床義歯の一部 と

して5人 の患者の口腔内に約1年 間装着 された。

外 された鋳造鉤について,ア セ トンで洗浄後,脱

イオン水で超音波洗浄を行った。これ らの鋳造鉤

の外表面をXMA,XRDお よびXPSに より分析 し

た。

(結果および考察>

1.鋳 造鉤の概観:装 着 されていた5個 の鋳造

鉤は,い ずれ も装着時には鏡面に研磨 された鋳造

鉤の外表面が,顕 著 に変色 していた。

2.暗 灰色域の内部の組織:鋳 造鉤の暗灰色に

変色 した表面は,金 属 内部の鋳造組織がそのまま

出現 した状態であることがわかった。

3.暗 灰色部のXRDに よる分析:鋳 造鉤の暗

灰色部のXRDに よる分析結果から,Cu-rich固 溶

体,Ag-rich固 溶体 とβ相の三相 が検出 され,硫

化物や酸化物のピークはなかった。

4.EＳCAに よる表面分析:鋳 造鉤外面の表層

部 とArionetchingを5分 間行った場合のESCAに

よる分析結果か ら,EPMAやXRDか らもわか る

ようにEＳCAに よって も腐食 により生成すると予

測 され る硫化銀や酸化銅は存在せず,こ れはすべ

ての試料に共通の結果であった。これらのことか

ら,鋳 造鉤の変色は腐食反応により表面に有色の

腐食生成物 が出現するわけではな く,実 際 には

Cu-rich相,β 相やAg-rich相 が微細 に出現 し鋳

造鉤の凹凸面で光が乱反射 され,黒 色になること

が明らかとなった。
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